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防災気象情報が対象にする現象

・風
・雨
・雪
・波
・竜巻
・雷
・高潮
・霧

本日は大雨に関する
気象情報について
絞って見ていきます。

富山地方気象台
Toyama Local Meteorological Office
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１．早期注意情報（警報級の可能性）
雨、雪、風、波を対象として、警報級の現象が5日先までに予想されているときには、その
可能性を［高］［中］の2段階で発表します。

２．気象情報（富山県気象情報）
気象警報・注意報の発表に先立って、1日～数日程度前から注意・警戒を呼びかける場合や、
気象警報・注意報の発表中に現象の経過、予想、防災上の留意点等を解説する場合に発表し
ます。

３．気象警報・注意報
大雨や強風などによって災害が起こるおそれのあるときは「注意報」を、重大な災害が起
こるおそれのあるときは「警報」を、さらに、重大な災害が起こるおそれが著しく大きいと
きは「特別警報」を発表して注意や警戒を呼びかけます。

４．大雨・洪水警報の危険度分布（愛称：キキクル）
大雨警報、洪水警報、記録的短時間大雨情報等が発表されたとき、あるいは、雨が強まっ
てきたときなどに、土砂災害、低地の浸水、中小河川の増水・氾濫といった災害発生の危険
度の高まっている場所を、５段階に色分け表示された地図で確認できます。

５．記録的短時間大雨情報
大雨警報発表中に、キキクル（危険度分布）の「非常に危険」（うす紫）が出現している
場合に、その都道府県において数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測し
たり解析したりした場合に発表します。

大雨に関する気象情報について
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６ ．土砂災害警戒情報
大雨警報（土砂災害）の発表中に、土砂災害の危険度がさらに高まったときに、対象となる市町村
を特定して警戒を呼びかける防災情報で、富山県と共同で発表します。避難にかかる時間を考慮し
て、2時間先までの土壌雨量指数等の予想を用いています。土砂災害警戒情報が発表されたときに
は、実際に危険度が高まっている詳細な地域は、危険度分布（キキクル）によって確認できます。

７ ．指定河川洪水予報
防災上重要な河川について、河川の増水や氾濫に対する水防活動の判断や住民の避難行動の参
考となるように、国土交通省と共同で指定河川洪水予報を発表しています。

８ ．ナウキャスト（雨雲の動き・雷・竜巻）
現在から1時間先までの、降水、雷活動度、竜巻発生確度の分布を5分間隔でそれぞれ予報したも
のです。5分ごとに更新します。（雷・竜巻は10分間隔）

９ ．今後の雨（降水短時間予報）
解析雨量をもとに15時間先までの1時間降水量を予報します。6時間先までは10分間隔で、7～15

時間先までは1時間間隔で更新します。避難行動や防災活動に利用することができます。

１０ ．台風情報
台風の位置、強さ、大きさの実況や予報に関する台風情報を発表します。

大雨に関する気象情報について
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1. 早期注意情報（警報級の可能性）

［高］：警報を発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況です。明日までの
警報級の可能性が［高］とされているときは、危険度が高まる詳細な時間帯を本ページ上段の気象警
報・注意報で確認してください。

［中］：［高］ほど可能性は高くありませんが、命に危険を及ぼすような警報級の現象となりうることを表
しています。明日までの警報級の可能性が［中］とされているときは、深夜などの警報発表も想定して
心構えを高めてください。

（発表例）
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2. 気象情報（富山県気象情報）

警報や注意報に先立って注意
を呼びかけたり、警報や注意
報の内容を補足するために発
表します。
また、少雨や長雨などに関す
る情報も、気象情報として発表
しています。

（発表例）大雨に関する富山県気象情報 第4号
2021年05月17日06時06分 富山地方気象台発表

富山県では、１７日昼前にかけて雷を伴った激しい雨が降り、大雨となる所があるでしょう。
１７日は土砂災害に注意・警戒してください。また、低い土地の浸水、河川の増水に注意し
てください。

要因］

前線が華中から日本海を通って日本の東にのびており、前線上の低気圧が秋田沖にあっ
て東北東へ進んでいます。今後、低気圧は東北東進して北日本を通過し、１７日夜には千
島近海へ進む見込みです。また、前線は次第に南下して１７日の日中には北陸地方を通過
し、１７日夜には西日本から東日本の太平洋側に達するでしょう。

このため、低気圧や前線に向かって、暖かく湿った空気が流れ込むため、富山県では大
気の状態が不安定となり、大雨となる所があるでしょう。

［雨の予想］

富山県では、１７日昼前にかけて、雷を伴って１時間３０ミリの激しい雨の降る所があるで
しょう。
１７日６時から１８日６時までに予想される２４時間降水量は、いずれも多い所で、
東部 １２０ミリ
西部 １００ミリ
の見込みです。

［防災事項］

富山県では、１７日は土砂災害に注意・警戒してください。また、低い土地の浸水、河川の
増水、落雷や突風に注意してください。

［特記事項］
今後発表する警報、注意報、早期注意情報、気象情報等に留意してください。

［情報の発表予定］
次の「大雨に関する富山県気象情報」は、１７日１７時頃に発表する予定です。

長雨と日照不足に関する富山県気象情報
第１号

令和２年７月９日１５時３０分
富山地方気象台発表
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3. 気象警報・注意報

・警報・注意報の基準は、市町村ごとに過去の災害を網羅的に調査した上で、重大な災
害の発生するおそれのある値を警報の基準に、災害の発生するおそれのある値を注意
報の基準に設定
・特別警報の基準は、数十年に一度という極めて希で異常な現象を対象として設定
・対象となる現象により、6種類の特別警報、7種類の警報、16種類の注意報を発表
・基準に到達する現象が予想されるときに発表

（発表例）
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4. キキクル（大雨・洪水警報の危険度分布）

大雨警報（土砂災害） 大雨警報（浸水害） 洪水害

 土砂キキクル

今後の情報等に留意

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】

 浸水キキクル

今後の情報等に留意

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】

 洪水キキクル

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】

今後の情報等に留意

災害別の危険度を、地図上で5段階に色分けして示す情報
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数年に一度程度しか発生しないような短
時間の大雨を、観測（雨量計）、または解析
（解析雨量）した場合に発表します。

基準は、1時間雨量歴代1位または2位の

記録を参考に、概ね府県予報区ごとに決め
ています。

大雨警報発表中に、現在の降雨がその地
域にとって土砂災害や浸水害、中小河川の
洪水災害の発生につながるような、稀にし
か観測しない雨量であることをお知らせする
ために発表します。

観測地点や市町村等を明記しています。

富山県記録的短時間大雨情報 第１号
令和２年９月３０日１６時５７分 気象庁発表

（見出し）
１６時５０分富山県で記録的短時間大雨
砺波市砺波付近で約１００ミリ

富山県記録的短時間大雨情報 第１号
令和元年８月５日１６時５１分 気象庁発表

１６時４０分富山県で記録的短時間大雨
富山市大山付近で約１１０ミリ

富山県記録的短時間大雨情報 第１号
平成２９年８月２５日０９時１７分 富山地方気象台発表

９時富山県で記録的短時間大雨
富山市山田付近で約１１０ミリ
砺波市庄川町付近で約１００ミリ

5. 記録的短時間大雨情報

発表基準（1時間雨量）
富山県 100mm

（発表例）
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6. 土砂災害警戒情報

（以下略）

土砂災害警戒情報が発表されたときに実際に危険度が高まっている詳細な領域は、危
険度分布（キキクル）で確認できます。合わせてご利用ください。
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（以下略）

7. 指定河川洪水予報

これとは別に、指定河川洪水予報の発表対象ではない河川を対象として気象庁が発表し
ている洪水警報・注意報及び洪水警報の危険度分布（キキクル）があります。
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8. ナウキャスト（雨雲の動き・雷・竜巻）

竜巻ナウキャスト

竜巻などの激しい突風が発生しやす
い地域の詳細な分布と1時間先までの
予測を表示。

雷ナウキャスト

雷発生の可能性や雷の激しい地域
の詳細な分布と1時間先までの予測
を表示。

発生確度2

竜巻などの激しい突風が発生する
可能性がありますので、急な突風の
発生に対する注意が必要です。

発生確度1
発生確度2よりは低いですが、竜巻

などの激しい突風が発生する可能
性が高い状況です。

雨雲の動き
レーダー観測に基づく5分毎の降水
強度分布、5分毎の60分先までの降
水強度分布の予測を表示。
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9. 今後の雨（降水短時間予報）

降水短時間予報は、6時間先までは10分間隔で発表され、各1時間降水量を1km四方の
細かさで予報します。7時間先から15時間先までは1時間間隔で発表され、各1時間降水
量を5km四方の細かさで予報します。

1時間降水量 3時間降水量 24時間降水量
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10. 台風情報

実況（3時間ごとに発表、日本に接近・
影響する恐れがある場合は１時間ごと）

内容は、台風の中心位置、進行方向、
速度、中心気圧、最大風速、最大瞬間
風速、暴風域、強風域。

予報（3時間ごとに発表）
１日（２４時間）先までは12時間刻みで3

時間ごとに、5日（１２０時間）先までは
24時間刻みで6時間ごとに発表。

接近・影響するおそれがある場合は、
24時間先まで3時間刻みで発表。

内容は、台風の中心位置、進行方向、
速度、中心気圧、最大風速、最大瞬間
風速、暴風警戒域。

台風情報は、正時の約５０分後に発表されますが、台風が複数存在する時は約70
～90分後になることもあります。
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10. 段階的に発表される防災気象情報と対応する行動
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11. 線状降水帯の危険性

「総合的な土砂災害対策検討ワーキンググループ第1回会
合」(平成26年12月4日内閣府)より

平成27年9月関東・東北豪雨
地理院地図
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○○地方、○○地方では、線状降水帯によ
る非常に激しい雨が同じ場所で降り続いてい
ます。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水によ
る災害発生の危険度が急激に高まっています。

顕著な大雨に関する情報
の提供開始（令和３年6月～）

大雨災害発生
の危険度が急
激に高まってい
る線状降水帯
の雨域

 令和３年度より線状降水帯が発生した場合にその旨を伝える「顕著な大雨に関する気象情報」を開始。

 市町村の防災担当者に対して実施したアンケートなどによれば、線状降水帯の予測に対する社会的なニー

ズが高い。

 線状降水帯の予測は現在の技術を持ってしても、常に確度の高い予測をするのは困難であるが、技術の革

新により、線状降水帯を半日前から一定の確度を持って予測することが可能な場合があることがわかってきた。

令和4年度より、半日先の線状降水帯の発生の可能性が高く、国民の皆様に
呼び掛けた方が良いと判断できた場合に、「線状降水帯」のキーワードを用いた
事前の呼びかけを開始する。

（参考）本改善の背景12. 線状降水帯予測の開始について
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線状降水帯による大雨の
半日程度前からの呼びかけ

大雨に関する富山県気象情報

北陸地方では、〇日夜には、
線状降水帯が発生して、大雨
災害発生の危険度が急激に高
まる可能性があります。

顕著な大雨に関する気象情報

顕著な大雨に関する富山県気象情報

（富山県or東部or西部）では、線状
降水帯による非常に激しい雨が同じ
場所で降り続いています。命に危険
が及ぶ土砂災害や洪水による災害発
生の危険度が急激に高まっています。

災害
発生!!

大
雨
警
報
等

土
砂
災
害
警
戒
情
報

特
別
警
報

半日前 数時間雨

※この情報が発表しなくて
も線状降水帯が発生するこ
とがあります。

12. 線状降水帯予測の開始について
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令和4年10月12日総務省消防庁調べより
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経路上の○印は傍らに記した日の午前9時、●印は午後9時（いずれも日本標準時）の位置で→|は消滅を示します。

台風経路図

富山地方気象台
Toyama Local Meteorological Office
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「台風情報の表示方法等に関する懇談会（第１回）」（平成17年12月14日気象庁予報部）より

富山地方気象台
Toyama Local Meteorological Office
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https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/index.html#d

「当たらずとも遠からず」は
多々有る

富山地方気象台
Toyama Local Meteorological Office
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富山地方気象台
Toyama Local Meteorological Office

まとめ

・大雨に関する防災気象情報
・線状降水帯予測の開始
・8月3日山形県、新潟県の大雨事例
・8月4日福井県の大雨事例
・9月23日～24日愛知県、静岡県の大雨事例
・線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけと
実際の状況等について（速報）


